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人と土浦を「何か」でツナグ

「人」でつなぐ

「強いソーシャル・キャピタルを誇るまち土浦」を実現

既存制度に SIB (Social Impact Bond) 方式 を導入

現状、土浦市のコミュニティは強いと示唆

既存コミュニティ活動の持続可能性向上 新興地区におけるコミュニティ形成促進

✔官民連携手法の１つ ✔日本でも実証実験が進行中

土浦市の優れたコミュニティを生かしていく必要

「しごと」でつなぐ

✔東京から常磐線で1本
✔隣接するつくば市は研究が充実

立地特性 資源

✔古くからの歴史がある
✔自然が魅力
✔農業が発達

起業分野によって両市で役割分担

つくば市 土浦市

医学や工学 生物系
（例)

土浦駅西口からモール505
面的な賑わい

既存資源や他分野における
複合的な課題解決

つくば市や東京都との繋がり

「風景」でつなぐ「くらしやすさ」でつなぐ

SIBコミュニティ支援事業Challenging特区505

霞浦のテラス
かほ

コンパクトシティ

拠点移住促進事業

公共施設再編

車社会よりもくらしやすい都市へ

市民の生活利便性向上・持続可能なまちへ

拠点の人口密度を保ち
生活サービスの質を維持

施設の
老朽化

拠点外
立地

公共施設の削減 財源を確保し,市民の生活
サービス向上に充てる稼働率

低

連携

スタートアップゾーンイメージ図

モール505を誰かの挑戦を応援する

スタートアップの場へ

新婚・子育て世帯を対象に
資金援助

拠点内 拠点外移住

✔拠点内都市機能
・居住誘導

✔公共交通網整備

✔市内拠点設定

「何か」＝「くらしやすさ」「風景」
「しごと」「人」

この何かに、私たちは土浦の強みや
独自資源、班員の熱い想いを

詰め込んだ。

このまちは

ただ人を逃がさない・呼び込む
だけでなく

人々の中にまちへの愛着や魅力、
興味を生み

様々な課題の解決に結びついていく

IKIMaaS・KIMaaS

土浦市の交通アプリサービス アプリによる予約・決済機能、月額定額化プラン導入等

拠点居住者向け 拠点外居住者向け

基本構想

コミュニティサイクル

路線バス・電車（市内）

ヘルスケアモビリティ

生活用品の宅配サービス

デマンドタクシー

コンパクトシティ形成
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